
「元気な日本復活特別枠 要望に関する「元気な日本復活特別枠」要望に関する

パブリックコメント記載要領パブリックコメント記載要領

国立大学法人名古屋工業大学国立大学法人名古屋工業大学



官邸の「元気な日本復活特別枠」要望に関するパ
ブリックコメントの手順

「官邸の「元気な日本復活特別枠」要望に関するパブリックコメント」のページにア

クセス http://seisakucontest.kantei.go.jp/

意見募集対象事業意見募集対象事業

府省別 「文部科学省」をクリック 手順１

「要望事業一覧を見る」をクリック

事業番号１９０１ １９０４ １９０５ １９０６が対象となります
手順２

事業番号１９０１、１９０４、１９０５、１９０６が対象となります。

該当の事業名をクリック 手順３

「この要望について意見を提出する」をクリック 手順４



ザ がユーザー登録が済んでいない場合は
登録手続きが必要です

メールアドレス、パスワードを入力してログイン 手順５
ユーザー登録
の注意点

意見の提出 手順６ 手順７ 手順８意見 提出 順 順 順

終 了



手順１

●「文部科学省」を選
択し クリックしてく択し、クリックしてく
ださい。手順２の画面
に進みます。



手順２

●こちらをクリックする
と、手順３の画面に進み
ます。



手順３

●意見を提出していただく
事業を選び、クリックして
下さい。手順４の画面に進
みます。

●複数の事業に意見を提出
する場合は、手順８まで進
み、１つの事業へ意見提出
を終え から改め 次 事を終えてから改めて次の事
業を選んで下さい。

● 度に複数の意見提出は●一度に複数の意見提出は
できません。



手順４

●こちらをクリックす
ると、手順５の画面に
進み、ユーザー登録の
有無を確認します。有無を確認します。



手順５

●ユ ザ 登録がお●ユーザー登録がお
済みの方は、ご自身
で設定されたメール
アドレスとパスワーアドレスとパスワー
ドをご入力の上、
「ログイン」をク
リックして下さいリックして下さい。
手順６の画面に進み
ます。

※ユーザー登録がお済みでない方は、
こちらをクリックして下さい。



ユーザー登録
の注意点

【 】【パスワードについて】
パスワードは、任意の５文字以上
の半角英数字となります。

例･･････
○ abc123
× 12345 （英字無し）
× abcde （数字無し）× abcde （数字無し）
× ab12 (５文字未満)

【認証キーについて】
認証キーの入力は、すべて半角英字
（小文字）で行います。スペース等
があるように見える場合でも、入力
する必要はありませんする必要はありません。

例･･････
○ phiuiaph
× hi i h× phi ui aph

【ユーザー登録が終わったら】【ユ ザ 登録が終わったら】
この画面で登録したメールアドレスに、メールが配信されます。そのメールに記載してあるＵＲＬをク
リックすると、登録は完了します。お手数ですが、意見の提出には、改めて手順１から操作をお願いい
たします。



手順６

●青い部分は、ユーザー登録の内容
等によって変化します。



手順７

●すべての項目につい●すべての項目につい
て、もれなく記載をし
て下さい。

【記載例】
経済危機と不況の時にこそ、新たな知やイノ
ベーションの送出を担う大学への投資が必要
不可欠であり、もっと充実すべきである。

●ご意見・ご要望をお
書き下さい。

●すべて記入が終わり

【記載例】
大学の運営基盤をしっかりとしないと優れた
教育研究活動は担保できない。大学運営の足

●すべて記入が終わり
ましたら、ここをク
リックして下さい。

教育研究活動は担保できない。大学運営の足
腰を支える運営費交付金などの経費をきちん
と措置すべきである。



手順８

●ご入力内容をご
確認の上、こちら確認の上、こちら
をクリックして下
さい。
クリックすると意クリックすると意
見提出は完了とな
ります。

●また別の事業に
意見提出したい場
合は 手順合は、手順１に戻
り、操作を続けて
下さい。



パブコメ意見例 

 

（注）下記意見例は、「元気な日本復活特別枠」要望に関するパブリックコメントにおいて、国立大学に関係する事業について、

「３．その他この事業に対する評価（よい点）」及び「４．その他ご意見」欄に意見を記載する際に適宜ご参照の上、実際の意

見の提出に当たっては、各自のお考えに従って記載して頂くようお願い致します。 

 

（事業番号：１９０１） 

（事業名）安全で質の高い学校施設の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業番号：１９０４） 

（事業名）学習者の視点に立った総合的な学び支援及び「新しい公共」の担い手育成プログラム 

 

 

 

 

 

 

○ 施設の耐震化は、多くの人が集まる大学で安心安全に教育研究活動を進める上で不可欠であり、いわゆる「ハコモノ」への投 

資ではなく、日本の未来を築く教育研究への投資という観点でとらえて推進すべきである。 

 

○ 老朽化し、耐震強度にも問題のある建物の中では安心して教育や研究活動に取り組めない。将来のわが国を支える人材の育 

成やわが国の発展につながる研究活動は安全な環境の下ではじめて生み出されるもので、積極的な財政投資が必要である。 

 
○ わが国が国際競争で生き残るためには、優秀な人材を育てることが不可欠である。学生が安心して教育や研究に専念 

できる環境を確保する上で耐震化は重要である。 

○ 先進諸国の中で日本は教育費の家計負担が最も高く、公財政支出が最も少ない国である。もっと国の支援を拡大し、G8 の一 

員として誇れる措置を取るべきである。 

 

○ 半数以上の若者が大学に進学する中で、子ども手当や高校授業料無償化と同様に、奨学金や授業料免除などの経済的な支 

援を必要な者にしっかりと措置できるように国は責任を果たすべきである。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事業番号：１９０５） 

（事業名）「強い人材」育成のための大学の機能強化イニシアティブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 優秀で意欲のある若者が、家計の状況で進学できず、将来の道を断たれるのは国にとっても大きな損失。こうした若者の希望 

を叶えていくことが日本の将来の発展に必要不可欠である。 

 
○ 資源の少ない日本にとって、将来の発展を担う源となるのは人であり、人材の育成に大学等の高等教育は必須である。国は 

人材の育成にきちんと予算を措置すべきである。 

 

○ 能力と意欲のある若者が経済的な不安なくして大学に通うことができることが、今の社会に求められているものであり、奨学金 

や授業料免除などの措置をしっかりと行っていくことが必要である。 

 

○ 諸外国では高等教育進学者を増やし、それを国の発展につなげるという政策をとっているが、諸外国と比較してもわが国の高 

等教育進学率は決して高くないことから、それを高める上でも経済的支援への投資が必要である。 

○ 我が国の成長において、将来を担う人材の育成や新たな最先端研究を支える研究活動など、大学に求められる役割は 
大きい。そのためにも、今回提案された要望内容を含め、国立大学法人運営費交付金の充実が必要。 

 
○ 国立大学の運営費交付金は、これまでも削減されてきており、これ以上の削減は、我が国の教育、学術研究へ多大な支障を 

きたす。特に単科大学や地方国立大学の教育研究への支障がでることが懸念される。 

 

○ 大学の運営基盤をしっかりとしないと優れた教育研究活動は担保できない。ついては、大学の運営の足腰を支える国立大学 

運営費交付金などの経費をきちんと措置すべき。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

（事業番号：１９０６） 

（事業名）成長を牽引する若手研究人材の総合育成・支援イニシアティブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ わが国の最大の強みは科学・技術であり、それを根底から支える研究者の研究活動のための経費、特に若手研究人材への 

投資はこれを惜しむべきでない。 

 

○ 規模・内容を問わず、多くの研究は個々の研究者の地道な努力によって積み上げられたもの。こうした研究者の努力を支える 

科学研究費補助金の存在は大きく、これをより充実させることがわが国の成長に不可欠。 

 

○ 将来の日本を支える若者に活力がなければ、わが国の明るい将来の道筋は描けない。世界に誇れる「元気な日本」の復活に 

は、若者の活力を伸ばす重点投資が必要。 

 

○ 若手研究人材への充分な支援こそ、若手人材に秘められた独創的で革新的なアイディアを引き出す上で不可欠。国は若手人 

材の声を反映し、その投資を拡大すべきである。 

 

○ 大学の基盤的経費と共に、科研費は大学の基礎研究にとって不可欠。科研費の拡充により、「我が国の成長の原動力」 

である「強い人材」を育成し、科学・技術を強化することにより、我が国の持続的な成長を図っていく必要がある。 

 

○ 若手の段階から多様な学術研究を科研費で支援していくことが長期的には我が国の成長につながる。必ず実現する必 

要がある。 

○ 諸外国では高等教育進学者を増やし、それを国の発展につなげるという政策をとっているが、諸外国と比較してもわが国の高 

等教育進学率は決して高くないことから、それを高める上でも経済的支援への投資が必要である。 

 

○ 日本の最大の強みは科学・技術であり、今も世界をリードしているが、これを生み出す原動力は大学が担っていることから、新 

しい知の創成とイノベーション創出に資する大学の機能強化のための予算を充実すべきである。 
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